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嘉
永
二
年
に
モ
ー
ニ
ケ
牛
痘
苗
を
伊
東
玄
朴
か
ら
得
て
、
江
戸
深
川

で
牛
痘
種
痘
普
及
の
た
め
に
尽
力
し
、
安
政
四
年
に
蝦
夷
地
に
赴
い
て

ア
イ
ヌ
人
種
痘
の
一
大
事
業
を
遂
行
し
た
桑
田
立
斎
は
「
立
斎
年
表
」

を
害
き
遺
し
て
い
る
。
こ
の
度
、
ジ
ェ
ン
ナ
ー
種
痘
発
明
二
百
年
を
記

念
し
て
曾
孫
賀
来
明
子
氏
か
ら
依
頼
さ
れ
解
読
し
た
。

原
本
は
片
カ
ナ
、
平
か
な
、
変
体
か
な
ま
じ
り
の
文
で
あ
る
が
、
平

か
な
文
章
と
し
た
。
旧
漢
字
は
常
用
漢
字
を
用
い
、
異
体
字
は
正
字
に

改
め
た
。
句
読
点
を
付
け
、
廿
な
ど
は
二
十
な
ど
に
改
め
た
。
難
読
字

は
括
弧
で
解
読
を
示
し
、
必
要
に
応
じ
て
脱
字
、
送
り
か
な
を
括
弧
で

補
足
し
た
。
恭
敬
の
た
め
の
改
行
は
省
い
た
。

年
号
、
人
名
な
ど
、
事
実
関
係
の
誤
り
は
未
訂
正
の
ま
ま
で
あ
る
。

「
立
斎
年
表
」
の
校
訂
補
注
を
含
め
て
、
立
斎
の
生
涯
お
よ
び
功
業
に

関
す
る
調
査
結
果
は
、
別
に
単
行
本
『
桑
田
立
斎
先
生
』
お
よ
び
『
桑

田
立
斎
安
政
四
年
蝦
夷
地
種
痘
」
と
し
て
桑
田
立
斎
先
生
顕
彰
会
か
ら

発
表
す
る
。
蝦
夷
地
種
痘
に
関
す
る
部
分
の
解
読
に
当
た
っ
て
は
一
部

菱
田
忠
義
（
富
津
）
、
小
林
真
人
（
札
幌
）
両
氏
の
協
力
を
得
た
。

桑
田
立
斎
「
立
斎
年
表
」
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立
斎
年
表

一
、
文
化
八
未
年
七
月
十
日
、
越
後
新
発
田
藩
地
蔵
堂
街
に
出
生
。
父

者
村
松
喜
右
衛
門
、
母
成
田
氏
。
兄
者
五
七
郎
、
三
十
歳
に
し
て
死
。

立
斎
幼
名
五
八
郎
、
弟
五
九
郎
、
其
次
五
十
郎
、
次
女
千
代
。

一
、
立
斎
名
和
字
好
爵
。
十
六
歳
始
て
江
戸
に
出
、
十
七
歳
帰
省
。
十

八
歳
文
政
十
一
子
四
月
二
十
九
口
父
君
卒
。
十
九
歳
江
戸
に
再
遊
、
鴨

池
氏
に
医
を
学
、
蒲
生
氏
に
外
科
を
学
。
二
十
三
歳
帰
郷
。
西
洋
医
学

に
志
し
、
山
内
結
城
子
に
乞
て
医
書
を
借
、
又
嶋
津
圭
斎
子
に
乞
て
西

洋
医
書
を
読
む
事
数
百
部
。
天
保
八
酉
年
正
月
、
江
戸
に
来
て
、
深
川

冬
樹
街
、
誠
軒
坪
井
先
生
の
門
に
入
て
学
ぶ
。
同
戌
年
十
月
八
日
、
兄

君
病
急
を
告
る
を
以
て
、
同
十
日
立
て
越
後
に
下
る
。
十
七
日
夜
四
シ

時
実
家
に
着
す
。
実
母
公
の
愁
傷
身
に
微
（
お
ほ
）
ふ
て
落
涙
、
数
刻
言

語
出
で
ず
。

一
、
忌
中
よ
り
治
療
を
乞
ふ
者
あ
り
。
故
に
越
年
し
て
亥
年
七
月
二
十

日
迄
医
療
を
行
。
遠
近
来
り
、
二
百
四
五
十
人
の
患
者
あ
り
。
謝
を
受

く
る
事
凡
そ
六
十
金
程
。
半
か
ば
村
松
先
祖
代
石
碑
を
建
立
し
、
或
母

君
方
妹
に
恵
み
、
残
り
三
十
円
金
を
以
て
再
び
冬
樹
先
生
塾
に
入
る
。

一
、
天
保
八
酉
年
凶
歳
に
て
飢
餓
多
く
、
百
文
に
付
白
米
二
合
五
勺
な

り
。
大
坂
、
平
八
郎
大
塩
変
事
あ
り
。

一
、
天
保
十
二
丑
年
正
月
二
十
日
、
桑
田
玄
真
養
子
と
な
る
。
坪
井
先

生
の
媒
な
り
。
是
、
昨
年
八
月
二
十
一
日
実
子
玄
圃
天
折
す
る
に
由
る
。

慶
本
院
と
号
す
。
同
日
膳
所
侯
藩
東
宇
兵
衛
の
女
を
妻
と
る
。
関
谷
順

之
助
義
兄
、
角
田
茂
次
郎
義
弟
な
り
。

一
、
天
保
十
三
寅
年
四
月
、
深
川
万
年
橋
に
別
居
す
。
三
十
一
歳
開
業
。
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春
三
月
嫡
女
貞
出
生
。

一
、
同
年
六
月
、
村
松
母
公
御
出
。
伊
藤
学
之
進
、
四
作
両
人
御
供
。

三
月
御
発
足
。
北
国
陸
道
、
加
賀
、
越
前
よ
り
京
都
、
大
坂
、
奈
良
、

伊
勢
大
神
宮
御
参
井
初
善
光
寺
へ
も
御
参
。
深
川
居
宅
に
て
御
滞
留
一

年
。
明
卯
年
六
月
御
帰
国
。
草
津
温
泉
、
又
善
光
寺
へ
も
御
再
拝
。
御

在
府
中
、
芝
居
其
外
諸
々
御
見
物
。
同
年
四
月
、
幸
に
日
光
御
社
参
有

之
。
千
住
在
に
御
出
、
公
方
様
御
拝
被
成
候
事
。
御
帰
国
後
殊
の
外
御

悦
に
て
、
度
々
孝
心
の
趣
御
申
越
御
礼
被
仰
候
事
。
開
業
初
年
に
付
不

如
意
な
れ
ど
も
、
京
坂
勢
州
御
参
御
入
用
金
凡
て
差
上
候
事
。

一
、
抑
、
深
川
別
宅
の
儀
は
、
実
母
公
御
出
府
の
由
に
付
、
本
宅
茅
場

町
養
家
同
居
に
て
は
御
心
窮
屈
に
御
出
被
成
候
事
存
じ
、
実
母
の
心
を

安
ぜ
ん
為
め
に
、
別
宅
を
養
父
君
へ
願
い
出
候
な
り
。
然
る
に
、
其
節

角
田
茂
次
郎
八
歳
に
て
、
御
先
手
与
力
に
被
成
、
金
千
両
余
相
掛
り
候

に
付
、
御
肴
金
不
足
に
付
二
三
両
御
他
借
之
由
に
て
、
既
に
深
川
地
面

も
二
百
両
に
て
御
手
放
御
払
御
相
談
極
り
候
処
、
元
来
深
川
地
面
の
儀

は
、
今
井
松
庵
先
生
よ
り
全
く
桑
田
家
再
興
の
為
め
父
上
へ
御
譲
り
之

地
に
て
、
此
度
私
に
角
田
家
の
為
め
に
御
売
払
之
儀
は
道
に
戻
（
惇
）
り

可
申
旨
強
而
申
上
、
漸
々
御
払
見
合
（
せ
）
に
相
成
候
。
尤
、
角
田
茂
次

郎
方
へ
入
用
金
と
し
て
、
地
面
を
町
会
所
へ
御
差
向
、
金
八
十
両
許
借

被
成
、
年
々
地
所
上
が
り
高
の
内
よ
り
上
納
申
し
候
。
○
別
宅
八
丁
堀

近
辺
へ
致
候
は
ヌ
金
二
十
両
可
被
下
由
被
仰
候
処
、
押
而
深
川
へ
別
宅

候
に
付
、
更
に
被
下
金
も
無
御
坐
、
木
場
遠
州
や
徳
右
衛
門
よ
り
金
百

五
十
両
家
作
金
借
用
。
尤
、
坪
井
先
生
証
人
加
印
被
成
下
、
利
足
二
十

五
両
壹
歩
之
割
に
而
八
ヶ
年
に
て
漸
々
不
残
相
済
せ
候
事
。
利
足
三
十

両
余
遣
し
候
事
。
其
外
有
金
二
三
十
両
所
持
、
外
に
他
借
二
十
金
程
い

た
し
候
。
同
藩
伊
藤
太
喜
右
衛
門
と
申
仁
、
至
而
親
切
成
人
物
に
て
、

修
行
中
殊
の
外
恩
を
受
る
事
度
々
な
り
。
借
用
金
二
十
両
程
あ
り
。
伜

太
喜
次
へ
不
残
返
済
。
十
二
月
二
十
六
日
同
人
忌
日
、
新
発
田
福
正
寺

に
墓
あ
り
、
拝
す
。
開
業
初
年
の
刻
苦
、
寝
食
不
安
、
家
作
料
二
百
金

余
、
其
外
日
々
飲
食
の
雑
費
、
実
母
公
の
御
小
使
、
尽
く
一
身
の
労
に

出
て
、
日
夜
大
息
す
。
尤
苦
心
の
根
（
ざ
）
す
処
、
養
家
の
基
礎
に
培
植

し
、
親
之
心
を
安
慰
せ
ん
と
欲
す
る
に
起
こ
る
事
を
、
天
神
地
祇
冥
助

し
玉
ふ
故
に
也
。
幸
に
し
て
他
借
を
返
し
、
今
日
衣
食
を
安
ず
る
に
至

る
。
冥
加
難
有
事
な
り
。
四
月
開
業
、
十
二
月
暮
迄
百
八
十
金
程
収
納

あ
り
。
卯
年
減
じ
て
百
五
十
金
程
。
辰
年
尚
減
じ
て
百
二
十
八
両
と
な

る
。
大
に
心
を
労
し
勉
強
し
て
、
巳
年
よ
り
年
々
増
加
し
て
、
十
ヵ
年

後
は
五
百
金
前
後
に
至
る
。

一
、
養
家
讓
物
。
第
一
正
金
塚
頭
脇
差
、
大
稲
目
有
鍔
、
身
了
禅
月
山

な
り
。
是
品
は
立
也
に
譲
る
。
又
赤
銅
鍔
大
小
一
腰
、
省
庵
に
譲
る
処

な
り
。
又
初
最
省
庵
入
家
の
節
大
小
一
腰
譲
る
品
は
、
予
買
求
候
品
な

り
。
○
皐
朔
へ
雪
輪
橘
紋
付
皮
柄
長
大
小
一
腰
、
身
は
村
松
御
先
祖

よ
り
持
伝
の
品
な
り
。
又
一
腰
革
柄
、
鍔
鉄
仙
、
身
祐
定
。
是
実
父
君

御
差
料
な
り
。
脇
差
合
口
な
り
。
○
立
蔵
へ
刀
身
忠
吉
、
栫
草
花
小

サ
刀
、
合
口
差
添
、
身
済
幼
地
蔵
尊
彫
一
腰
。
大
小
木
柄
、
赤
銅
鍔
な

り
。
大
小
十
腰
所
持
、
内
三
腰
養
家
よ
り
玉
る
。
七
腰
予
所
持
。

一
、
辰
年
八
月
二
十
日
、
妻
半
産
。
女
子
五
ヵ
月
な
り
。
予
三
十
三
歳
。

一
、
卯
年
十
一
月
五
日
、
東
宇
兵
衛
殿
病
死
。
五
十
七
歳
。
同
十
二
月

五
日
、
平
井
佐
五
郎
病
死
。
久
保
家
浪
人
、
仙
台
の
人
、
友
人
な
り
。
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春
久
院
是
な
り
。
正
覚
寺
に
葬
る
。
無
縁
な
り
。

一
、
同
年
、
町
奉
行
鳥
井
甲
斐
守
御
改
易
、
重
科
。
稲
葉
候
へ
御
預
け
。

金
（
座
）
後
藤
三
右
衛
門
死
罪
。

一
、
辰
年
、
矢
部
左
近
将
監
南
尹
御
改
易
、
桑
名
侯
へ
御
預
け
。
筒
井

公
町
奉
行
御
免
、
西
丸
御
留
守
居
。

一
、
寅
年
、
文
恭
院
様
蕊
御
後
、
水
野
美
濃
守
半
烏
（
知
）
御
取
上
御
預

け
。
屋
敷
御
取
上
。
御
十
二
代
様
（
へ
）
不
敬
の
儀
々
有
之
候
由
。

一
、
天
保
九
戌
年
、
蘭
学
家
高
野
長
英
、
渡
部
登
入
牢
。
小
関
三
英
自

害
。
夢
物
語
一
件
、
且
つ
無
人
島
御
開
発
可
然
説
を
申
談
、
異
国
海
防

之
御
用
心
可
然
よ
し
申
に
付
、
花
井
席
一
訴
人
致
し
候
に
付
、
鳥
井
甲

斐
御
目
付
中
、
要
蔵
殿
と
申
節
な
り
。
何
れ
も
無
睾
可
憐
。

一
、
丙
午
年
正
月
十
五
日
大
火
。
本
郷
よ
り
出
、
茅
場
町
本
宅
類
焼
。

御
両
親
暫
く
深
川
宅
御
同
居
。
夫
よ
り
土
蔵
差
掛
仮
普
請
に
て
、
風
雪

御
凌
御
難
儀
の
体
に
付
、
僕
よ
り
二
十
両
差
上
、
別
に
父
上
御
居
間
六

畳
敷
御
立
。
内
五
両
は
御
返
し
被
成
候
。
尤
母
上
は
牛
込
角
田
へ
御
出

な
り
。

一
、
永
井
様
御
扶
持
二
口
半
、
牧
野
様
一
口
半
頂
き
候
事
。
尤
父
上
へ

被
下
候
月
扶
（
持
）
な
り
。

一
、
丙
午
（
窒
子
あ
り
）
次
女
お
糸
出
生
。
昨
巳
年
之
事
に
祭
り
替
る
。

一
、
同
年
、
洪
水
。
幸
に
し
て
居
家
叩
憂
な
し
。

一
、
弘
化
丁
未
年
五
月
朔
月
、
皐
朔
出
生
。
実
母
御
小
人
目
付
番
場
壮

大
夫
娘
な
り
。
伊
豫
橋
同
入
宅
に
於
て
出
生
。
父
母
共
至
て
篤
実
の
仁

に
て
懇
な
り
。
後
大
原
氏
へ
嫁
し
て
一
男
子
を
生
、
恒
太
郎
と
名
く
。

皐
朔
同
腹
な
り
。
（
母
は
）
辰
年
四
月
十
六
日
、
二
十
七
歳
に
て
病
死
。

此
年
予
四
十
六
歳
な
り
。
皐
朔
出
生
の
節
予
三
十
七
歳
、
冬
大
病
、
胸

痛
咳
嗽
甚
だ
敷
、
胸
部
大
発
泡
。
其
他
種
々
薬
用
効
な
く
、
一
時
死
を

決
す
。
変
じ
て
下
血
と
な
り
日
々
二
三
合
。
後
呼
吸
息
迫
眩
景
頻
り
な

り
。
十
二
月
二
十
五
日
夜
半
便
気
を
催
し
、
起
ん
と
欲
し
て
卒
倒
、
人

事
不
省
暫
く
絶
倒
。
妻
頻
り
に
頭
面
冷
水
を
用
て
漸
く
回
生
。
門
生
大

久
保
脩
平
大
に
労
し
て
看
護
す
。

一
、
申
年
十
一
月
八
日
、
坪
井
先
生
冬
樹
院
と
号
御
遠
行
。
五
十
四
御

齢
。
予
三
十
八
歳
な
り
。

一
、
嘉
永
二
酉
年
十
一
月
二
十
五
日
、
牛
痘
創
業
。
同
十
三
日
永
井
公

御
前
に
て
伊
東
玄
朴
先
生
出
会
、
一
昨
十
一
日
舶
来
牛
痘
苗
嵜
陽
よ
り

到
着
に
付
、
即
刻
鍋
島
公
邸
に
於
て
児
に
接
し
、
来
る
十
八
日
宅
に
て

他
児
に
引
接
す
べ
き
に
由
て
可
参
を
約
し
、
即
十
八
日
大
原
太
郎
左
衛

門
娘
井
葛
や
七
兵
衛
児
両
人
引
連
れ
伊
東
氏
へ
至
り
引
接
し
、
右
痘
苗

を
以
て
二
十
五
日
宅
に
て
七
児
に
接
す
。
是
全
く
数
万
人
に
施
す
の
元

苗
な
り
。
尤
、
人
痘
種
法
を
専
ら
行
ひ
、
既
に
自
児
嫡
女
、
次
女
、
嫡

男
三
人
は
人
痘
種
法
な
り
。
其
外
三
四
百
人
に
施
す
の
後
な
り
。

一
、
同
酉
年
十
二
月
二
十
九
日
、
立
也
出
生
。
右
の
口
脇
三
四
分
切
れ

裂
て
生
る
。
且
つ
耳
の
近
部
疵
三
四
粒
あ
り
。
即
刻
切
と
る
。
口
は
戸

塚
氏
に
治
術
を
乞
ふ
。
二
針
縫
合
。
啼
泣
に
由
て
糸
切
れ
と
れ
更
に
益

な
し
。
自
然
創
口
愈
（
癒
）
着
す
。
是
迄
妻
綱
男
子
な
き
を
以
て
、
浅
草

観
世
音
菩
薩
に
男
子
授
け
玉
ん
事
を
祈
願
致
し
候
由
に
て
出
生
候
者
に

付
、
同
人
立
也
は
別
而
観
世
音
心
信
終
身
不
惰
可
致
候
事
。

一
、
嘉
永
三
戌
年
夏
、
ア
メ
（
リ
）
力
国
大
船
近
海
入
津
、
上
下
大
に
驚

く
。
船
将
ペ
ル
リ
強
て
通
親
の
由
。
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一
、
俊
（
愼
）
徳
院
様
御
他
界
（
も
）
異
国
船
渡
来
の
一
件
に
付
、
大
に

御
煩
被
為
在
候
事
御
病
因
と
相
成
候
由
。
恐
入
候
事
に
御
坐
候
。

一
、
村
松
父
上
澄
源
院
様
御
年
回
二
十
三
回
忌
。
四
月
二
十
九
日
、
束

叡
山
律
院
浄
名
院
恵
澄
大
和
尚
江
願
ひ
御
法
事
。
土
砂
加
持
、
其
外
沙

弥
二
十
五
僧
に
御
斎
を
出
し
井
僕
御
弟
子
と
な
り
て
法
衣
を
頂
き
、
八

斎
戒
菩
薩
戒
授
り
、
律
院
に
泊
し
、
二
日
律
僧
の
戒
行
を
勤
む
。
御
執

頭
信
解
院
よ
り
申
込
、
御
供
養
料
其
外
御
布
施
金
五
両
程
寄
付
。

一
、
新
に
鋳
造
安
置
奉
る
、
正
銀
の
済
幼
地
蔵
大
菩
薩
。
御
身
重
さ
十

六
文
目
、
御
丈
一
寸
八
分
。
即
恵
澄
大
和
尚
の
開
眼
供
養
な
り
。
是
、

全
く
牛
痘
種
児
無
蓋
生
育
、
諸
病
者
薬
効
誤
認
な
く
井
幼
院
創
造
成
就
、

自
児
無
事
長
育
之
祈
願
に
由
て
朝
暮
信
心
す
る
処
な
り
・
子
孫
必
勿
惰
。

一
、
長
谷
川
善
次
郎
者
大
に
此
志
を
補
ふ
。

一
、
嘉
永
子
年
、
土
蔵
を
建
る
。
八
十
両
余
に
て
出
来
。
立
蔵
出
生
。

予
齢
四
十
一
・

一
、
牛
痘
日
々
月
々
盛
に
相
成
、
二
月
十
二
日
種
日
一
日
の
内
二
百
三

十
五
人
初
児
来
る
。
内
都
下
の
人
漸
々
四
十
人
不
足
、
余
は
不
残
近
在

田
舎
人
な
り
。
其
先
痘
漿
児
七
十
人
余
。
児
数
都
合
三
百
人
余
。
其
他

付
添
父
母
、
乳
母
、
子
守
彼
是
雑
病
人
共
千
人
程
内
外
市
を
な
し
、
勝

手
食
事
を
為
す
事
能
は
ず
。

一
、
天
保
九
戌
年
、
西
御
丸
烟
上
、
文
恭
院
様
大
御
所
御
居
城
。
其
後

四
ヶ
年
目
御
本
丸
烟
上
、
俊
（
愼
）
徳
院
様
御
代
。
其
後
西
御
丸
右
大
将

様
御
住
居
烟
上
。
温
恭
院
様
と
号
。
其
後
御
当
代
御
本
丸
烟
上
。
二
十

ヶ
年
の
内
四
度
烟
上
。
俊
（
愼
）
徳
院
様
御
代
御
宝
蔵
出
火
、
又
盗
賊
入

る
事
一
度
、
御
金
蔵
盗
賊
一
度
、
御
入
国
以
来
未
曾
有
の
御
天
災
。
其

外
大
地
震
災
は
別
な
り
。

○
又
、
天
保
の
末
水
戸
中
納
言
様
御
隠
居
御
慎
。
水
野
越
前
公
御
老
中

御
改
政
、
三
芝
居
浅
草
へ
引
け
、
遊
女
深
川
、
本
所
、
根
津
、
谷
中
何

も
所
払
、
吉
原
町
へ
引
け
。
其
外
種
々
御
変
革
の
内
、
大
小
名
飛
地
上

地
一
件
に
て
御
役
御
免
、
浜
松
よ
り
羽
州
山
形
へ
国
替
。
若
年
寄
堀
大

和
公
、
其
外
町
奉
行
井
諸
役
人
方
御
慎
。
又
水
府
前
中
納
言
様
御
再
勤
、

御
政
事
御
相
談
候
由
。

一
、
筒
井
肥
前
守
様
南
尹
御
役
中
、
天
保
＋
一
子
年
奥
方
円
実
院
様
六

月
十
五
日
御
病
死
。
御
病
中
、
坪
井
先
生
代
診
に
て
度
々
出
て
、
一
ヶ

月
程
泊
り
居
候
事
あ
り
。
格
別
懇
命
を
受
け
、
既
に
種
痘
博
施
の
志
に

て
拙
著
『
牛
痘
発
蒙
」
序
文
被
仰
下
、
公
の
庇
蔭
を
以
大
に
道
を
開
く
。

又
実
父
君
の
肖
像
讃
を
玉
ひ
、
右
画
は
若
殿
佐
次
右
衛
門
君
の
筆
な
り
。

又
蝦
夷
地
種
痘
御
用
相
勤
候
節
、
右
公
の
臣
に
（
て
）
行
く
。
又
桑
田
家

中
興
の
碑
銘
名
公
の
御
害
な
り
。
未
年
六
月
八
日
御
逝
、
御
齢
八
十
二
。

僕
箱
根
温
泉
に
行
留
守
中
、
別
而
断
腸
。
政
憲
院
殿
と
奉
号
。
四
シ
谷

成
子
成
林
寺
、
日
蓮
宗
。

一
、
天
保
寅
年
二
月
十
六
日
、
松
平
瀧
之
助
様
御
逝
去
、
御
六
歳
。
痘

序
熱
中
。
横
田
大
隅
守
様
御
嫡
子
。
御
病
前
よ
り
毎
々
罷
出
御
懇
命
を

蒙
。
浅
草
海
禅
寺
、
鴻
鶴
院
殿
と
奉
号
。

一
、
嘉
永
元
年
永
井
侯
若
殿
驍
三
郎
様
御
十
六
歳
、
脚
気
に
て
御
逝
去
。

治
療
手
を
束
ぬ
。
三
田
聖
坂
葬
る
。

一
、
天
保
卯
年
七
月
十
六
日
夜
、
富
吉
町
万
喜
へ
病
用
帰
路
、
子
の
刻

暗
夜
、
仙
台
橋
側
入
水
人
あ
り
。
傍
人
を
頼
み
救
ふ
。
二
十
歳
計
婦
人
。

佐
久
町
番
屋
へ
入
れ
手
当
す
。
蘇
生
す
。
奥
川
丁
団
子
屋
娘
の
由
。
本
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所
通
大
工
へ
嫁
し
、
夫
婦
口
論
よ
り
里
に
至
り
、
又
実
父
母
に
叱
れ
、

溺
候
由
な
り
。

一
、
嘉
永
亥
年
五
月
十
二
口
朝
、
大
橋
よ
り
一
婦
人
川
水
に
入
り
候
由
。

折
節
牛
痘
日
に
て
或
人
来
て
語
る
・
向
舟
宿
明
石
屋
な
る
者
に
命
じ
て
、

舟
を
出
て
救
を
求
む
。
価
を
出
す
と
云
と
雌
ど
も
聞
ず
、
固
辞
す
。
由

て
予
舟
に
乗
り
町
人
を
借
て
出
る
。
溺
婦
已
に
清
住
町
湯
屋
の
先
き
に

至
る
。
漸
く
近
（
づ
）
き
引
上
る
に
、
更
に
生
気
な
し
。
舟
に
入
れ
、
宅

奴
僕
の
居
に
入
れ
種
々
術
を
尽
し
、
漸
く
蘇
生
に
至
る
。
新
塗
物
町
材

木
舗
加
賀
屋
弥
兵
衛
客
婦
の
由
。
発
狂
し
て
早
天
家
を
出
て
入
水
に
及

候
趣
。
同
家
へ
渡
す
。
大
い
に
喜
ぶ
。
溺
人
を
救
い
蘇
生
に
至
り
、
尽

く
後
悔
し
て
大
い
に
生
を
喜
ぶ
。
多
分
一
時
の
苦
心
急
迫
に
よ
り
、
心

神
顛
倒
し
て
水
に
入
る
と
雌
ど
も
、
人
あ
っ
て
救
ふ
と
き
は
喜
ぶ
者
多

し
。
故
に
子
孫
其
難
を
見
聞
す
る
と
き
は
、
必
心
を
尽
し
て
救
ふ
く
し
。

世
人
傍
観
し
て
救
助
せ
ざ
る
は
、
倹
使
等
の
費
財
を
恐
る
ぁ
故
な
り
。

予
医
を
以
て
業
と
な
す
身
な
れ
ば
、
万
一
死
に
至
れ
ど
も
、
最
初
病
者

の
事
故
宿
所
知
れ
ざ
れ
ぱ
、
我
菩
提
寺
に
葬
る
心
な
り
。
幸
に
蘇
生
し

て
隠
徳
と
も
な
る
べ
し
。

一
、
遠
州
姥
々
ナ
ョ
孫
、
窮
乏
に
し
て
母
な
く
里
子
に
送
る
。
手
当
な

し
。
故
に
一
ヶ
月
壱
歩
二
朱
づ
ぁ
恵
遣
す
事
半
年
余
。
今
は
成
長
せ
り
。

一
、
明
石
や
百
次
郎
児
、
困
窮
に
て
是
又
妻
を
離
縁
中
、
里
扶
持
壱
歩

二
朱
づ
麓
恵
む
事
六
七
ヶ
月
な
り
。

一
、
庄
吉
娘
井
ノ
、
妊
中
不
幸
に
し
て
夫
出
奔
す
。
由
て
堕
胎
せ
ん
と

す
。
厳
敷
戒
て
、
出
産
の
後
は
予
が
養
育
せ
ん
事
を
約
す
。
漸
く
承
伏

し
て
安
産
、
男
子
を
生
。
辰
年
な
り
。
大
い
に
生
長
し
、
今
蝦
夷
地
に

あ
り
。

一
、
六
郷
侯
藩
佐
々
木
困
窮
。
石
原
権
兵
衛
よ
り
願
に
由
て
其
児
を
貰

請
、
乳
母
を
置
養
育
す
。
不
幸
に
し
て
半
年
程
に
し
て
病
死
す
。
佐
々

木
墓
所
に
葬
る
。
嘉
永
元
年
の
事
な
り
。

一
、
嘉
永
寅
年
、
父
上
御
年
忌
に
付
き
、
四
月
二
十
八
九
日
両
日
牡
丹

餅
七
斗
近
隣
に
施
し
、
又
遠
近
親
疎
を
不
問
来
る
者
毎
に
出
し
施
す
。

又
高
ヶ
輪
中
町
牛
馬
に
施
す
。
舟
に
て
子
共
に
命
じ
送
る
。
又
其
後
再

度
牛
馬
に
施
行
す
。

一
、
弘
化
丁
未
、
予
三
十
七
才
冬
、
病
床
に
あ
る
事
久
し
。
加
之
皐
朔

出
生
。
後
里
子
に
遣
し
或
は
乳
母
を
抱
（
ふ
）
と
雌
ど
も
、
頭
瘡
発
出
す

る
を
以
て
、
度
々
哺
乳
を
代
る
故
に
、
大
い
に
心
を
労
し
、
恕
し
て
貧

窮
な
る
子
の
育
養
に
困
苦
す
る
を
思
い
、
済
幼
院
を
創
造
せ
ん
事
を
志

起
す
。
『
済
幼
私
説
」
を
書
、
又
『
済
幼
問
答
草
稿
」
あ
り
。
未
だ
其
事
行
れ

ず
と
雌
ど
も
、
子
孫
必
志
を
続
ぎ
、
成
就
せ
ん
事
を
欲
す
。

小
冊
子
「
三
済
私
話
」
出
板
、
印
施
一
千
部
。
『
牛
痘
発
蒙
」
出
板
、
「
愛

育
茶
證
」
出
板
、
印
施
印
一
千
部
。
其
他
施
印
一
枚
摺
、
牛
痘
小
童
の

絵
紙
数
千
枚
、
子
守
歌
数
千
部
。
「
孝
行
和
讃
』
千
部
、
『
地
蔵
和
讃
』

千
部
。
『
温
公
家
訓
」
石
摺
、
筒
井
公
筆
数
千
枚
。
『
舌
ヲ
以
テ
人
命
ヲ

助
ル
」
一
枚
摺
数
千
部
。
「
溺
死
活
法
」
一
枚
摺
。
又
『
冷
水
ノ
効
能
」

一
枚
物
。
「
蝦
夷
人
種
痘
絵
」
。
又
「
宝
ハ
子
二
勝
ル
物
無
キ
ノ
弁
』
小

冊
子
千
部
。
『
午
年
流
行
コ
ウ
ヂ
ペ
ス
ト
預
防
」
一
枚
摺
。
又
「
堕
胎
ヲ

戒
ム
ル
絵
紙
」
千
枚
、
井
上
長
次
郎
出
板
之
品
申
受
施
す
。
又
「
地
蔵

尊
像
」
数
千
枚
施
す
。
同
「
真
言
ダ
う
こ
恵
澄
大
和
上
筆
数
万
枚
、



卯
種
痘
児
毎
に
造
す
。

一
、
安
政
卯
年
七
月
十
六
日
出
立
、
三
国
通
り
郷
里
に
下
る
。
皐
朔
九

歳
引
連
、
外
に
弟
子
一
人
、
僕
二
人
。
東
叡
山
信
禅
院
僧
正
よ
り
先
触

張
面
頂
く
。
北
越
長
岡
蔵
王
江
。
留
守
居
内
藤
貞
庵
、
秋
山
玄
潭
、
関

千
里
、
幡
徳
茂
な
り
。
尚
、
友
人
西
村
接
斎
相
頼
、
痘
苗
連
続
。

○
牛
痘
舶
来
以
来
、
年
々
歳
々
盛
夏
厳
冬
に
至
て
痘
苗
連
綿
相
続
の
た

め
、
大
に
心
思
を
労
せ
り
。
其
刻
苦
言
語
に
述
べ
難
し
。
都
下
に
於
て

的
も
活
漿
を
以
て
接
続
は
予
一
人
な
り
。
諸
大
家
と
誰
ど
も
年
々
分
苗
所

９ｕ
望
数
ヶ
年
な
り
。

揖
一
、
三
国
道
中
、
六
日
市
よ
り
舟
中
皐
朔
病
に
て
大
に
心
を
労
す
。
新

鐸
潟
泊
、
追
々
快
。
二
十
三
日
夜
五
ッ
時
実
家
村
松
へ
着
す
。
母
公
御
歓

妬
喜
、
筆
紙
に
尽
し
難
し
。
皐
朔
種
々
美
食
。
日
々
烏
魚
過
又
々
下
痢
熱

第
発
。
殆
ど
危
篤
。
八
月
初
旬
に
は
命
保
ち
難
く
、
稲
荷
社
へ
拝
歎
願
、

輝
弥
泉
下
に
帰
し
な
ば
発
心
遁
世
し
て
直
に
京
師
辺
へ
回
国
、
出
家
せ
ん

学
と
思
ふ
。
幸
に
し
て
快
復
に
至
り
、
九
月
朔
日
皐
朔
残
し
置
出
立
。
会

睦
津
通
り
同
十
川
に
日
光
山
由
浄
院
に
至
り
止
宿
。
中
禅
寺
其
外
尽
く
拝

酔
す
。
滞
留
中
始
終
八
斎
戒
二
食
日
々
静
盧
。
十
七
日
御
祭
礼
拝
、
午
後

出
立
。
出
ル
山
岩
窟
其
外
霊
場
拝
。
岩
舟
地
蔵
尊
拝
。
夫
よ
り
関
宿
よ

り
夜
舟
に
て
、
九
月
二
十
一
日
暁
深
川
宅
着
。

一
、
同
卯
十
月
二
日
、
夜
新
居
書
斎
に
臥
す
。
立
也
七
歳
副
臥
す
。
微

眠
に
つ
く
亥
ノ
刻
大
地
震
。
忽
ち
櫻
屋
皆
潰
。
幸
に
し
て
予
無
事
。
仏

間
井
害
斎
は
昨
寅
年
新
に
建
る
を
以
て
無
志
。
細
記
は
別
紙
に
あ
り
。

一
、
示
後
家
作
井
土
蔵
、
貸
長
屋
共
普
請
三
百
両
程
入
用
。
其
外
茅
場

町
父
上
土
蔵
修
覆
、
此
方
よ
り
御
手
伝
金
十
九
両
二
分
出
す
。
幸
に
し

て
震
災
後
牛
痘
至
て
盛
に
し
て
、
不
日
費
財
を
補
ふ
。

一
、
辰
年
八
月
、
大
風
雨
洪
水
。
永
代
橋
落
る
。
築
地
御
門
跡
本
堂
潰

れ
、
湊
丁
、
大
橋
辺
大
小
舟
数
百
往
来
に
上
る
。
溺
死
人
三
四
千
人
、

其
外
死
人
数
多
有
之
候
由
。
幸
に
し
て
、
宅
地
へ
水
漸
く
二
三
寸
入
る
。

家
根
損
じ
諸
々
破
損
の
み
な
り
。

一
、
同
年
十
月
三
日
、
女
子
た
い
出
生
。

一
、
巳
年
五
月
十
日
、
蝦
夷
人
共
為
種
痘
彼
地
へ
被
差
遣
。
御
老
中
阿

部
伊
勢
守
殿
よ
り
被
仰
付
、
箱
館
鎮
台
竹
内
下
野
守
殿
御
達
、
河
津
三

郎
太
郎
殿
側
席
。
在
勤
中
一
ヶ
月
御
手
当
金
九
両
づ
蚤
被
下
、
別
に
薬

種
料
六
十
両
被
下
。

同
閏
五
月
（
五
月
）
晦
日
出
立
。
弟
子
三
人
、
西
村
文
石
、
井
上
元
長
、

秋
山
玄
潭
。
若
者
四
人
、
庄
右
衛
門
、
悦
次
、
由
蔵
、
三
次
郎
、
上
下

八
人
。
外
に
種
痘
児
一
人
、
同
父
母
、
都
合
十
一
人
。
長
持
駕
四
人
、

長
持
一
棹
、
本
馬
三
疋
、
人
足
三
人
、
其
外
痘
児
駕
。

一
、
活
漿
続
接
、
白
川
駅
、
仙
台
城
下
、
盛
岡
井
田
名
辺
（
部
）
、
箱
館
、

都
合
五
カ
所
、
七
八
児
づ
っ
種
江
候
内
、
一
児
直
に
先
宿
七
八
十
里
召

連
、
児
の
両
親
井
外
付
添
人
共
。
幸
し
て
一
児
な
れ
（
り
）
と
も
、
不
発

仮
痘
の
憂
な
く
、
尽
く
正
痘
相
発
し
、
尤
、
箱
館
よ
り
夷
地
に
至
る
に

は
、
二
児
苗
児
引
連
。

一
、
道
中
仙
台
、
松
嶋
遊
覧
、
塩
釜
明
神
拝
。
南
部
恐
レ
山
地
蔵
尊
拝
、

温
泉
に
入
る
。
苗
児
両
親
共
同
道
。
佐
井
よ
り
箱
館
の
渡
海
、
船
中
器

物
転
覆
し
門
生
奴
僕
恐
怖
す
。
予
は
幸
に
し
て
瞑
眩
せ
ず
。

一
、
箱
館
着
之
処
、
舂
中
同
所
医
師
田
沢
舂
道
（
堂
）
、
深
瀬
養
俊
（
洋

春
）
其
外
夷
人
種
痘
被
仰
付
、
種
々
教
諭
勉
強
候
得
共
、
頑
愚
に
て
更
々



91 H本医史学雑誌第45巻第1号(1999)

承
伏
不
申
、
「
假
令
一
命
を
失
候
共
種
痘
は
迷
惑
」
之
趣
申
出
、
連
も
被

行
不
申
趣
に
て
、
既
に
春
中
鎮
台
よ
り
御
取
寄
に
相
成
候
痘
苗
井
深
瀬

持
参
に
て
参
り
候
苗
も
尽
く
絶
苗
致
し
居
候
次
第
に
付
、
予
遙
々
遠
路

下
り
し
も
労
し
て
効
な
き
事
に
付
、
「
必
ず
見
合
可
然
」
趣
、
同
所
医
師

中
（
よ
り
）
被
申
聞
候
。
「
反
而
人
心
動
揺
い
た
し
、
存
外
之
害
を
引
出

し
可
中
」
趣
に
御
坐
候
。

一
、
鎮
台
村
垣
淡
路
守
殿
被
仰
聞
候
は
、
「
東
蝦
夷
地
は
別
而
頑
愚
に
て
、

理
非
得
失
相
弁
不
申
候
間
、
西
（
蝦
）
夷
地
之
方
先
に
廻
浦
可
然
」
よ
し

被
仰
候
。

然
る
処
、
「
東
夷
ク
ナ
シ
リ
鴫
関
谷
順
之
助
詰
合
候
問
、
右
面
会
い
た
し

不
申
候
而
（
は
）
都
下
に
在
之
候
両
親
へ
對
し
済
不
申
候
間
、
東
地
へ
廻

り
度
」
趣
申
上
候
処
、
無
拠
次
第
故
東
地
へ
被
仰
付
。
尤
、
「
各
場
所
に

て
通
も
承
伏
不
申
、
被
断
兼
候
は
ヌ
、
直
ち
に
西
地
へ
廻
り
候
様
」
之

御
沙
汰
。
「
西
地
は
本
国
内
地
之
人
も
多
く
居
合
（
せ
）
、
余
程
開
け
居
候

間
、
骨
折
も
薄
く
可
有
之
」
趣
。
「
東
地
之
方
被
行
（
れ
）
不
申
候
迎
、

更
に
不
勉
強
と
は
存
じ
不
申
。
多
分
行
れ
兼
可
申
事
に
付
必
心
配
な
り
。

西
地
へ
廻
り
、
且
つ
以
（
て
）
当
年
は
初
年
の
事
故
、
先
づ
一
通
り
に
致

し
置
可
然
、
近
々
人
心
居
（
折
）
合
候
上
、
十
分
相
施
し
候
様
」
被
仰
候
。

一
、
箱
館
よ
り
夷
地
へ
出
立
前
日
、
井
上
元
長
、
庄
右
衛
門
付
添
山
ク

シ
ナ
イ
迄
遣
し
置
、
夫
よ
り
一
日
後
れ
苗
児
二
人
召
連
、
鶯
木
迄
罷
越

候
処
、
井
上
元
長
立
帰
り
、
「
種
痘
の
風
便
承
り
夷
人
共
驚
怖
致
し
、
尽

く
山
中
へ
逃
げ
込
、
殊
の
外
操
（
騒
）
動
」
に
て
、
詰
合
吉
岡
新
太
郎
早

馬
に
て
来
り
、
「
暫
く
夷
地
に
入
り
候
事
見
合
呉
候
様
」
に
付
、
無
拠
三

日
滞
留
。
種
々
方
便
に
て
散
財
致
、
頻
り
に
教
解
申
聞
候
へ
共
、
更
に

人
心
居
（
折
）
り
合
不
申
、
無
拠
モ
ロ
ラ
ン
迄
立
越
、
尤
、
苗
児
は
和
人

の
一
児
に
引
接
し
、
又
野
馬
掛
り
の
児
に
接
し
、
調
役
石
場
斎
宮
殿
殊

の
外
心
配
被
致
、
同
心
大
藤
児
に
種
し
置
、
日
々
山
中
に
逃
去
り
（
候
）

夷
人
駆
り
出
し
、
教
諭
厳
重
な
れ
ど
も
、
一
向
利
害
相
弁
不
申
、
只
々

且
会
所
支
配
人
其
外
共
同
様
頑
愚
の
者
に
て
殆
ど
困
却
、
無
拠
方
便
散

財
し
て
手
掛
り
を
求
め
、
漸
々
夷
人
十
四
人
引
接
す
。
夫
よ
り
ユ
ー
フ

ッ
ヘ
西
村
文
石
、
井
上
元
長
罷
越
、
詰
合
鈴
木
庄
助
へ
談
じ
、
且
同
所

支
配
人
は
大
に
怜
刑
の
者
に
て
、
夷
人
諭
方
宜
敷
、
三
十
人
程
忽
ち
接

痘
相
施
し
申
候
。
尤
、
苗
は
モ
ロ
ラ
ン
よ
り
引
連
申
候
。
尤
其
前
、
何

分
承
伏
い
た
し
不
申
に
付
き
、
山
駆
り
致
し
、
土
人
小
屋
明
け
置
逃
去

候
者
は
、
南
部
仙
台
陣
屋
よ
り
数
百
人
出
張
い
た
し
、
「
不
伏
の
者
は
召

取
り
、
且
明
小
屋
は
焼
払
候
」
趣
厳
重
申
触
、
「
此
度
公
辺
よ
り
格
別
之

御
仁
恵
に
て
痘
災
御
救
助
の
処
、
反
而
心
得
違
ひ
い
た
し
、
御
仁
恵
に

背
き
候
段
甚
だ
不
届
」
の
趣
、
厳
重
御
申
聞
有
之
、
漸
々
打
開
け
申
候
。

門
生
三
輩
頻
り
に
昼
夜
勉
強
致
し
、
忽
ち
数
千
人
（
に
）
相
成
申
候
。
昼

夜
に
て
二
百
人
或
三
百
人
余
も
種
候
日
も
是
あ
り
。
予
六
月
三
十
日
モ

ロ
ラ
ン
出
立
、
奴
一
人
召
連
ク
ナ
シ
リ
ヘ
罷
越
。
外
門
人
西
地
（
へ
は
）

文
石
、
元
長
ユ
ー
ブ
ッ
よ
り
シ
ャ
マ
ニ
辺
迄
、
玄
潭
フ
レ
ナ
イ
よ
り
ウ

ス
辺
往
返
い
た
し
、
何
れ
も
刻
苦
を
極
め
申
候
。

一
、
七
月
四
日
曇
、
ホ
ロ
イ
ヅ
ミ
出
立
、
サ
ル
愛
着
八
シ
半
時
な
り
。

泊
す
る
に
日
未
だ
早
く
、
且
つ
種
痘
人
一
人
も
無
之
場
所
に
て
無
益
に

日
を
送
る
事
を
厭
ひ
、
強
て
次
ぎ
場
所
ト
カ
チ
迄
行
ん
事
を
求
む
。
然

る
に
「
是
よ
り
先
き
道
路
難
所
、
且
つ
夜
に
入
、
連
も
困
難
、
迷
惑
」

の
趣
頻
り
に
申
間
（
せ
）
、
且
つ
少
々
雨
を
催
し
候
処
、
強
て
出
立
致
し
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候
処
、
十
丁
計
行
き
海
岸
へ
大
岩
石
数
百
海
中
迄
出
て
、
通
路
殊
の
外

六
ヶ
敷
、
海
中
馬
上
に
て
渡
る
。
或
浮
み
或
沈
み
馬
の
腹
水
に
入
り
、

又
は
巌
石
の
上
に
上
り
、
漸
々
平
砂
の
海
岸
出
て
、
又
七
八
丁
行
き
、

同
敷
大
巌
石
凡
そ
家
屋
を
数
百
連
れ
（
ね
）
た
る
が
如
き
其
石
上
を
、
馬

に
て
越
す
。
其
難
渋
言
語
に
述
べ
難
し
。
度
々
馬
よ
り
下
り
手
足
に
て

越
ん
と
思
ど
、
是
又
容
易
に
出
来
難
き
業
に
て
、
千
辛
万
苦
し
て
漸
々

越
過
、
平
砂
へ
出
、
夫
よ
り
山
道
に
入
る
。
最
早
日
夕
陽
に
至
る
。
山

中
に
入
り
五
六
丁
に
て
夜
に
入
り
、
更
に
東
西
を
分
た
ず
。
先
按
（
案
）

内
の
者
云
ふ
。
「
火
打
具
を
出
し
て
火
を
燈
さ
ん
と
す
れ
ど
も
、
取
急
ぎ

跡
供
之
者
に
渡
し
、
灯
提
の
用
心
（
意
）
な
し
」
。
左
右
大
木
茂
り
殆
ど

窮
極
す
。
燈
火
の
用
意
せ
ざ
る
を
以
て
、
大
に
先
按
内
の
番
人
を
叱
戒

す
。
然
る
に
、
彼
又
二
日
路
の
所
無
理
に
一
日
に
越
す
を
以
て
甚
だ
不

平
に
て
、
「
此
山
中
は
熊
狼
出
て
、
夷
人
に
て
も
夜
中
は
通
行
致
し
不
申
、

不
得
已
れ
ば
松
火
十
四
五
本
も
燈
し
不
申
候
而
は
通
り
難
く
、
此
先
き

大
河
数
カ
所
あ
り
、
連
も
此
夜
は
六
ヶ
敷
」
杯
雑
言
致
し
、
其
内
先
き

へ
馬
に
て
乗
越
、
一
向
声
を
掛
け
て
も
居
不
申
、
予
一
人
と
な
る
。
暗

夜
と
云
、
東
西
は
失
ひ
、
只
々
言
語
通
ぜ
ず
と
錐
、
馬
に
頼
み
、
安
危

は
天
に
任
せ
、
馬
上
に
て
経
文
或
謡
を
高
声
に
発
し
往
き
し
に
、
不
思

議
に
反
て
昼
の
内
よ
り
は
馬
足
速
に
し
て
、
河
を
渉
り
或
は
高
き
に
登

り
、
夜
四
時
過
ト
カ
チ
会
所
に
出
る
。
全
く
馬
に
助
け
ら
れ
た
る
を
以

て
、
米
を
与
え
ん
事
を
申
と
雄
ど
も
、
「
反
て
平
食
に
反
し
て
害
に
な
る
」

趣
に
付
、
無
余
儀
只
々
心
中
に
報
恩
謝
徳
を
な
す
。
予
憶
（
臆
）
病
な
れ

ど
も
、
不
思
議
に
格
別
孟
（
猛
）
熊
等
の
害
も
受
け
ず
、
又
格
別
恐
怖
の

念
も
な
か
り
き
。

一
、
七
月
十
五
日
、
晴
夜
に
て
子
モ
ロ
会
所
に
て
月
を
見
る
。
都
下
妻

子
を
思
ふ
。

一
、
七
月
二
十
三
日
小
雨
。
ク
ナ
シ
リ
鴫
出
帆
。
船
中
に
在
る
に
、
組

頭
安
間
純
之
進
殿
御
用
状
頼
度
旨
に
付
、
「
暫
出
帆
待
合
呉
候
」
趣
に
付
、

船
中
に
て
待
居
候
処
、
追
々
風
吹
き
出
、
次
第
に
大
風
と
な
る
。
「
今
川

は
出
帆
六
ヶ
敷
見
合
可
申
」
存
じ
居
候
処
へ
、
彼
の
御
用
状
認
出
来
候

而
来
る
故
、
見
合
候
事
甚
だ
不
都
合
に
成
、
無
拠
出
帆
す
。
然
る
処
、

風
波
劇
敷
、
船
中
波
を
入
る
事
甚
だ
敷
、
其
動
揺
起
坐
転
回
し
て
更
に

身
躰
自
由
な
ら
ず
。
女
夷
人
六
人
啼
泣
し
て
大
に
歎
く
。
今
に
も
船
は

反
覆
せ
ん
と
す
の
勢
な
り
。
御
医
周
碩
奴
由
蔵
頻
り
に
吐
し
、
人
事
不

省
の
体
な
り
。
羽
折
紐
を
解
か
ん
と
し
、
或
は
袖
を
裂
ん
と
す
れ
ど
も
、

転
倒
し
て
意
の
如
く
す
る
事
能
は
ず
。
予
観
念
し
て
地
蔵
古
察
経
を
高

声
に
読
調
す
る
に
、
冥
助
に
て
柳
か
眩
景
の
体
も
な
く
、
且
経
中
の
文

議
も
意
得
す
る
事
を
得
た
り
。
仏
学
の
功
力
に
て
敢
て
頻
り
に
活
命
の

念
な
く
、
船
の
覆
没
は
天
命
に
て
、
只
其
時
に
臨
て
心
錯
乱
せ
ず
、
消

（
省
）
念
命
終
を
願
ひ
、
断
然
と
し
て
心
を
動
さ
ず
、
今
に
も
臨
命
終
の

思
ひ
を
な
し
候
は
蛍
、
反
て
大
丈
夫
に
な
る
も
の
な
り
。
東
風
な
る
が

故
、
ノ
ッ
ケ
ヘ
着
は
一
時
計
に
て
、
あ
り
（
荒
れ
）
し
風
故
十
二
三
里
計

り
の
渡
海
に
な
り
候
由
。
後
考
れ
ぱ
、
此
日
は
二
百
二
十
日
厄
日
な
り
。

二
十
四
日
、
晴
天
に
て
海
岸
を
見
る
に
、
水
辺
よ
り
二
三
丁
離
れ
あ
る

処
の
小
木
、
三
四
尺
計
の
攻
塊
等
根
よ
り
抜
け
出
て
、
平
砂
に
あ
る
事

数
十
本
な
り
。
奴
云
く
、
「
昨
日
の
風
雨
年
々
あ
る
時
は
、
如
斯
草
木
あ

る
事
な
し
。
幾
年
に
も
稀
な
る
大
風
な
る
事
可
知
」
と
云
々
。
幸
に
し

て
危
難
を
免
る
塗
も
神
仏
の
冥
助
、
難
有
事
ど
も
な
り
。
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一
、
同
二
十
六
日
、
チ
ャ
シ
コ
ッ
よ
り
ベ
ッ
カ
イ
（
へ
）
舟
に
て
夜
に
入

り
（
る
）
。
海
中
よ
り
川
落
口
に
て
波
船
中
に
入
り
、
衣
類
尽
く
海
水
に

濡
る
。
其
外
、
夜
道
四
五
度
に
及
び
多
少
難
儀
あ
り
。
既
に
、
箱
館
出

立
の
節
、
淡
路
守
殿
よ
り
、
「
夷
地
は
夜
道
必
無
用
に
可
致
」
旨
被
仰
聞

候
得
共
、
公
命
の
種
痘
速
に
終
し
度
、
勇
猛
に
存
じ
居
候
よ
り
危
難
は

更
に
意
と
せ
ず
、
昼
夜
勉
強
せ
り
。

一
、
八
月
晦
日
、
ヲ
シ
ヤ
マ
ン
ベ
よ
り
ヤ
マ
ク
シ
ナ
イ
に
至
る
。
雪
風

甚
だ
敷
、
馬
上
寒
威
肌
を
徴
（
徹
）
す
。
冒
寒
す
。

一
、
九
月
二
十
四
日
、
箱
館
出
帆
。
此
日
斎
日
な
れ
ど
も
、
夏
出
立
前
、

寒
越
の
地
に
至
る
に
由
て
恵
澄
和
尚
に
乞
て
、
夷
地
種
痘
御
用
勤
候
中

斎
戒
免
許
な
り
。
二
十
五
日
暁
、
津
軽
青
盛
湊
に
入
津
。
風
烈
敷
、
小

舟
に
乗
り
移
る
事
甚
だ
困
難
な
り
。
既
に
覆
没
せ
ん
と
す
。
同
晦
日
、

錠
（
碇
）
ヶ
関
を
行
く
。
雪
六
七
寸
あ
り
。
羽
州
路
久
保
田
よ
り
庄
内
領

熱
（
温
）
海
温
泉
に
一
日
浴
す
。
夫
よ
り
船
に
て
越
後
岩
舟
に
至
る
。
夜

半
な
り
。
十
月
十
日
、
雨
也
。
大
日
如
来
拝
。
夫
よ
り
新
発
田
実
家
に

着
す
。
夜
四
ッ
時
な
り
。
留
る
事
十
日
に
し
て
、
二
十
日
雪
一
尺
余
。

出
立
。
新
潟
に
宿
す
。
信
州
善
光
寺
、
戸
隠
山
を
拝
。
又
、
上
州
妙
義

山
に
登
る
。
十
一
月
四
日
、
江
戸
着
す
。
無
惹
難
有
。

一
、
十
一
月
十
三
日
、
雲
州
侯
姫
君
種
痘
上
る
。
当
君
初
て
の
御
子
也
。

一
、
翌
午
年
、
予
四
十
八
歳
。
亡
父
君
命
終
の
期
に
当
る
。
兼
て
、
是

歳
に
至
ら
ば
出
家
遁
世
せ
ん
事
を
欲
す
。
故
に
四
月
二
十
九
日
既
に
行

脚
の
望
み
あ
り
と
雄
ど
も
、
日
々
陰
雨
し
て
心
思
不
楽
、
且
つ
堀
織
部

正
殿
御
内
慮
、
「
夷
地
種
痘
に
付
格
別
骨
折
御
用
達
候
に
付
、
厚
く
申
達

も
致
置
候
間
、
其
内
御
沙
汰
も
（
可
）
有
之
候
」
趣
。
然
る
処
、
六
月
中

御
用
に
て
御
金
二
百
五
十
両
被
下
置
、
外
に
三
十
両
被
下
、
難
有
事
な

れ
ど
も
、
弟
子
其
外
多
人
数
に
て
罷
越
、
且
つ
遠
国
頑
愚
人
心
開
導
の

た
め
不
得
已
散
財
不
少
候
に
付
、
二
百
金
程
私
に
財
を
費
し
候
次
第
に

候
。
堀
鎮
台
大
に
歎
息
被
成
、
「
奉
行
よ
り
之
申
達
御
用
ひ
無
之
事
、
奉

行
職
之
甲
斐
も
な
き
」
由
被
申
候
。

一
、
七
月
十
六
日
、
嶋
津
玖
斎
脚
気
に
て
坪
井
よ
り
引
取
。
歩
行
不
叶
、

同
二
十
五
日
死
去
、
可
憐
二
十
一
歳
。
坪
井
、
西
村
、
三
宅
と
議
す
。

一
、
八
月
、
虎
狼
痢
流
行
。
死
す
る
者
甚
だ
し
。
予
も
深
夜
勉
強
に
由

て
腹
鳴
下
痢
あ
り
。
速
に
吐
剤
を
用
（
ひ
）
後
耒
下
下
剤
、
且
つ
全
身
ヲ

レ
ー
フ
油
を
摩
擦
し
て
復
す
。

一
、
八
月
二
十
七
日
朝
、
妻
於
綱
下
痢
。
速
に
薬
用
を
為
す
と
雌
ど
も
、

妊
七
ヶ
月
な
り
。
劇
剤
を
用
ゆ
る
事
を
恐
れ
、
尤
二
十
九
日
大
に
軽
快

を
得
た
り
。
老
蝉
餅
を
入
れ
粥
を
与
ふ
の
由
。
喜
ん
で
三
椀
を
食
す
。

半
時
計
り
に
し
て
尽
く
吐
し
、
悪
症
併
加
り
、
九
月
二
日
流
産
す
。
男

子
の
由
。
吐
下
甚
だ
し
く
、
衰
弱
加
之
、
半
産
に
て
虚
脱
、
遂
に
五
日

夕
刻
命
終
。
悲
歎
可
憐
。
予
も
病
中
十
全
の
治
を
尽
す
事
能
は
ず
。
同

十
日
次
女
糸
吐
潟
劇
く
、
卒
倒
し
て
人
事
不
省
な
り
。
驚
怖
限
り
な
し
。

刺
絡
其
他
種
々
手
を
尽
し
漸
々
蘇
生
す
。
明
十
一
日
亡
妻
初
七
日
。
既

に
来
客
。
仏
事
の
事
に
付
家
忙
多
中
故
に
、
心
を
労
す
る
事
常
に
倍
す
。

幸
に
し
て
生
活
に
至
り
、
冥
加
の
為
め
地
蔵
尊
に
謝
し
て
、
三
ヶ
年
絶

房
誓
願
。
此
時
家
族
同
病
人
日
野
泰
民
、
関
千
里
、
脾
三
子
、
上
下
五

七
人
に
至
る
。
極
て
煩
労
す
。
幸
に
し
て
死
亡
は
妻
一
人
な
り
。
嫡
女

貞
、
尼
崎
侯
奥
に
あ
り
。
乞
て
下
宿
す
。

一
、
未
年
正
月
二
十
日
、
坪
井
氏
媒
を
以
て
、
川
越
の
産
高
林
省
庵
を
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養
子
と
す
。
嫡
女
を
以
て
配
す
。

一
、
嫡
男
皐
朔
、
卯
年
七
月
越
後
に
下
り
、
五
ヶ
年
に
し
て
未
年
三
月

江
戸
に
帰
る
。
入
江
十
次
郎
同
道
。
十
三
才
な
り
。

一
、
仙
台
産
佐
々
木
文
中
、
文
学
あ
る
を
以
て
二
女
に
配
せ
ん
と
欲
す

と
雛
、
甚
だ
放
蕩
に
し
て
種
々
不
正
の
筋
あ
り
。
既
に
入
牢
せ
ん
と
す
。

故
に
命
を
乞
て
古
郷
に
帰
す
。
在
塾
中
其
外
金
二
十
両
程
費
す
。
命
を

救
ふ
は
子
孫
の
為
な
り
。

一
、
未
五
月
二
十
六
日
、
箱
根
温
泉
に
趣
（
赴
）
く
。
皐
朔
、
立
也
、
外

に
謡
師
弁
之
助
、
僕
一
人
な
り
。
是
、
病
癬
愈
難
き
に
由
て
な
り
。
芦

の
湯
十
四
五
日
、
其
外
七
湯
共
一
日
浴
す
。
帰
路
江
の
鴫
、
鎌
倉
、
金

沢
よ
り
舟
に
て
横
浜
に
出
て
見
物
。
六
月
十
八
日
帰
府
す
。

一
、
七
月
家
作
、
二
百
余
金
。

十
一
月
二
十
五
日
、
老
父
母
賀
を
祝
す
。
来
客
、
親
族
其
外
三
四
十
人
。

肖
像
二
幅
、
鶴
川
筆
。
賀
盃
桑
数
三
百
諸
々
へ
送
る
。
其
外
午
年
春
、

桑
田
中
興
の
碑
、
筒
井
公
筆
石
摺
百
枚
送
り
物
。
碑
は
法
源
寺
に
建
る
。

三
十
金
程
入
用
。

一
、
申
年
予
五
十
歳
。
七
月
松
柏
堂
厄
介
常
、
留
守
居
に
置
。
学
遊
老

人
の
勧
め
に
よ
る
。
同
二
十
三
日
大
嵐
あ
り
。

一
、
申
三
月
三
日
、
桜
田
（
門
）
外
彦
根
侯
の
大
変
あ
り
。
其
後
水
府
浪

士
其
外
諸
侯
不
和
、
世
上
不
穏
。

一
、
酉
年
二
月
、
彼
岸
中
日
、
孫
女
於
鶴
出
生
。

一
、
同
年
十
二
月
二
十
三
日
、
末
女
於
千
代
出
生
。

一
、
同
年
三
月
十
三
ｕ
、
弟
村
松
六
郎
病
死
。
四
十
九
才
。

一
、
文
久
二
壬
戌
年
三
月
、
西
洋
医
学
所
種
痘
出
張
新
被
仰
付
、
酒
井

右
京
亮
殿
御
達
。
初
種
日
、
御
小
人
目
付
井
俗
事
役
池
田
太
沖
酒
食
祝

儀
出
す
。

一
、
国
君
新
発
田
侯
藩
（
医
）
と
な
る
。
御
達
の
節
、
留
守
居
寺
田
惣
次

郎
殿
付
添
出
る
。
御
用
御
高
張
井
掛
札
渡
る
。
種
日
、
御
小
人
目
付
、

俗
事
役
出
席
の
事
。
種
児
人
数
書
付
月
々
出
す
。

一
、
同
二
月
、
住
吉
街
へ
省
庵
、
於
貞
別
宅
致
候
事
。
同
人
永
井
様
よ

り
三
口
頂
き
候
事
。

一
、
六
月
、
医
学
所
製
薬
所
出
火
に
付
、
金
百
両
上
納
致
候
事
。
林
洞

海
殿
へ
渡
す
。

一
、
七
月
よ
り
麻
疹
流
行
。
死
亡
人
多
し
。
八
月
に
至
り
尤
甚
だ
敷
、

且
つ
虎
狼
痢
流
行
日
々
忙
劇
。
都
下
老
若
男
女
都
合
三
四
十
万
人
死
亡

の
由
。
古
今
未
曾
有
の
事
也
。

一
、
家
族
十
六
人
麻
疹
。
何
れ
も
軽
疹
に
て
無
志
。
諸
方
よ
り
治
を
乞

ふ
者
頻
り
な
り
と
も
、
家
族
の
病
臥
数
多
、
且
つ
予
脚
気
水
気
あ
り
て

意
に
任
せ
ず
。
他
の
療
病
を
廃
す
る
に
至
る
。
加
之
、
世
上
病
災
の
紛

擾
に
て
、
種
痘
接
続
甚
だ
困
難
な
り
。
従
来
十
四
ヶ
年
永
続
（
し
）
た
る

痘
苗
、
今
日
に
至
り
絶
苗
に
至
る
は
甚
だ
不
忍
事
に
し
て
、
大
に
心
思

を
労
し
、
勉
強
散
財
し
て
、
漸
く
接
続
連
苗
に
至
る
。
尤
、
日
夜
治
を

乞
ふ
流
行
病
治
を
辞
し
て
他
医
に
託
し
、
只
一
向
に
痘
苗
連
綿
、
且
つ

家
族
の
病
患
を
救
ふ
を
志
願
［
本
宗
］
と
す
。
幸
に
し
て
家
に
一
人
の

死
亡
な
く
、
又
痘
苗
接
続
せ
り
。
神
祇
の
冥
助
難
有
し
。

一
、
七
月
十
八
日
暁
、
愛
子
立
也
水
潟
す
。
暫
時
し
て
吐
潟
劇
く
、
全

身
冷
徹
す
。
［
（
欄
外
）
十
七
日
、
疹
後
全
快
に
て
食
進
、
柿
を
食
し
、

夫
が
為
め
如
此
く
吐
潟
を
発
す
］
大
に
苦
心
し
て
終
日
種
々
薬
治
手
を
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尽
す
と
雌
ど
も
験
少
な
く
、
殆
ど
危
篤
に
至
ん
と
す
。
是
に
於
て
痛
心

苦
思
言
ふ
可
か
ら
ず
。
百
治
効
を
見
ず
。
然
れ
ど
も
吐
下
少
く
減
ず
る

に
及
て
、
脳
鰍
衡
状
に
変
ず
。
速
に
水
蛭
冷
水
を
施
し
、
軽
快
を
得
た

り
。
地
蔵
尊
に
祈
念
し
て
命
を
乞
ふ
。
願
く
ば
、
薬
治
効
を
な
し
快
復

す
る
に
至
ら
ぱ
、
謝
徳
恩
報
の
た
め
終
身
絶
房
せ
ん
事
を
誓
ふ
。
尤
、

成
人
の
後
不
肖
の
性
に
し
て
、
国
家
に
益
な
き
者
な
る
と
き
は
、
敢
て

助
命
を
願
ふ
処
に
非
ず
と
云
々
。
十
九
日
暁
病
発
よ
り
一
昼
夜
に
し
て

漸
く
脈
復
し
、
諸
症
善
徴
を
顕
す
。
是
に
至
て
漸
く
意
思
を
安
ず
。

一
、
七
月
十
四
日
、
孫
児
鶴
吐
潟
。
同
く
疹
後
な
り
。
煩
渇
甚
だ
し
く

吐
、
且
つ
水
潟
頻
数
な
り
。
杉
田
氏
キ
ニ
ー
子
、
ラ
ウ
タ
を
用
て
寸
効

な
し
。
必
死
に
し
て
中
元
を
保
つ
べ
か
ら
ず
と
省
庵
歎
息
し
て
、
手
を

束
ぬ
・
予
吐
剤
を
用
而
後
酒
石
酸
麻
久
祢
志
亜
鎮
嘔
飲
を
頻
り
に
用
て
、

且
潅
腸
法
を
施
し
、
又
頭
上
冑
上
水
蛭
を
貼
し
、
浴
を
施
し
、
次
日
吐

止
潟
減
じ
軽
快
を
得
る
。
然
れ
ど
も
胃
の
刺
衝
物
全
く
除
か
ざ
る
を
以

て
、
発
泡
膏
を
施
し
哺
乳
す
と
錐
、
吐
を
発
せ
ず
、
全
身
温
に
復
し
、

眼
目
陥
る
者
（
も
）
又
微
快
、
漸
次
に
常
に
復
す
。

○
同
二
十
九
日
、
皐
朔
痢
病
に
係
（
罹
）
る
。
八
月
初
に
至
り
昼
夜
に

し
て
八
九
度
血
或
粘
液
な
り
。
扇
痩
甚
だ
（
敷
）
、
便
器
を
用
ゆ
る
力
な

し
。
平
臥
に
し
て
汚
物
を
除
く
の
み
。
殆
ん
ど
危
篤
に
至
る
。
食
欲
更

に
な
く
小
腹
痛
劇
く
、
心
思
を
労
し
、
治
を
下
す
。
方
薬
種
々
な
り
と

雌
ど
も
、
著
く
効
を
得
る
処
は
シ
ビ
リ
マ
ー
ト
八
分
の
一
氏
、
ラ
ウ
タ

十
二
滴
、
ア
ラ
ビ
ャ
ゴ
ム
ー
弓
、
温
湯
二
弓
混
和
し
、
昼
夜
に
用
ひ
度

数
減
少
且
腹
痛
軽
快
。
又
ア
ル
ニ
カ
根
八
銭
濃
煎
し
て
一
昼
夜
に
用
ひ
、

疲
労
少
く
復
す
。
尤
、
カ
ス
カ
リ
ル
ラ
一
銭
、
甘
草
五
分
を
合
煎
す
。

病
前
足
部
麻
痒
あ
る
を
以
て
、
脚
発
泡
を
施
し
、
漸
次
に
故
に
復
す
。

○
閨
八
月
晦
日
、
養
父
君
牛
込
へ
御
出
。
同
日
母
君
此
方
へ
御
出
。

同
十
月
三
十
日
、
父
君
、
宅
へ
御
帰
り
。
同
日
、
母
君
牛
込
へ
御
出
。

十
一
月
十
六
日
酉
の
刻
、
病
な
く
し
て
御
命
終
。
十
日
よ
り
只
御
絶
食

冷
水
の
み
。
八
十
七
歳
。
保
寿
院
（
空
字
あ
り
）
居
士
と
号
す
。
橋
場
法

源
寺
葬
る
。

○
十
二
月
十
五
日
、
一
橋
中
納
言
様
御
上
京
。
東
海
道
。
講
武
場
（
所
）

付
武
術
者
五
百
人
、
御
貸
人
水
府
侯
よ
り
三
百
人
御
付
。
都
合
六
千
人
、

武
器
尽
く
御
持
参
の
由
。
京
都
種
々
異
変
有
之
、
不
穏
。
薩
長
土
三
大

候
の
浪
士
横
行
の
由
。
○
異
国
御
打
佛
の
事
に
付
、
公
武
御
不
和
の

由
。○
文
久
三
癸
亥
正
月
七
日
、
養
考
忌
明
。
○
膳
所
侯
藩
東
百
人
、

亡
妻
盛
光
院
の
兄
、
正
月
九
日
在
所
（
へ
）
引
越
、
母
子
出
立
。
○
正

月
二
十
五
日
、
伊
東
長
春
院
閉
門
小
普
請
入
。
去
冬
閉
門
、
一
旦
御
免

の
処
、
又
此
度
厳
重
被
仰
付
。
如
何
成
故
か
悪
評
粉
々
。
○
正
月
二

十
日
、
越
前
中
将
様
蒸
気
船
に
て
御
上
京
。

○
正
月
七
日
、
主
君
新
発
田
大
守
京
都
へ
御
発
駕
。
弟
喜
右
衛
門
幸

に
し
て
御
留
守
。

○
二
月
九
日
、
弟
角
田
玄
之
進
京
都
（
へ
）
出
立
。
養
母
君
十
日
宅
へ

御
来
駕
。
娘
糸
御
付
添
。
関
谷
、
角
田
よ
り
外
付
添
な
し
。
殊
の
外
御

疲
労
に
て
漸
く
駕
よ
り
抱
御
床
に
入
る
。
御
食
物
至
て
些
少
、
日
々
御

衰
弱
加
り
、
○
二
月
十
六
日
巳
の
下
刻
、
御
臨
終
。
御
正
念
往
生
御

齢
八
十
六
。
寿
考
院
量
誉
智
誓
大
姉
と
号
す
。
御
出
よ
り
七
日
目
な
り
。

其
中
、
関
谷
夫
婦
、
其
外
角
田
よ
り
一
度
の
音
信
も
不
問
、
可
嘆
息
。



妬
御
両
親
様
御
病
中
、
実
子
関
谷
、
角
田
共
一
日
の
看
病
も
不
上
、
御
臨

終
に
も
居
合
せ
ず
、
人
た
る
の
大
道
を
失
ふ
。
可
憐
、
可
歎
息
。

○
二
月
十
三
日
、
公
方
様
御
上
洛
御
発
駕
。
川
崎
御
泊
。
至
て
御
手

軽
の
由
。

○
横
浜
表
、
英
国
軍
艦
数
十
艘
入
津
の
由
。
昨
年
生
麦
村
に
て
嶋
津

三
郎
の
為
め
に
横
死
を
致
し
候
一
件
に
付
き
、
種
々
難
言
申
出
、
金
五

十
万
元
御
出
。
其
後
嶋
津
家
よ
り
も
大
金
を
と
り
、
且
相
手
の
者
の
首

的
を
見
不
申
候
て
は
兵
を
発
し
候
趣
申
出
、
来
る
八
日
に
は
兵
端
を
開
き

９ｑ
候
由
に
付
、
急
に
世
上
動
出
す
。
尾
州
様
御
簾
中
様
、
其
外
一
両
日
の

搗
御
仕
度
に
て
御
発
駕
に
相
成
候
方
々
多
く
、
御
役
人
方
種
々
御
骨
折
り

第
に
て
、
漸
く
二
週
日
遅
に
相
成
、
二
十
三
日
過
御
申
受
之
由
。

巻妬
○
十
一
Ⅱ
、
溝
口
侯
奥
様
御
発
駕
。
入
江
十
次
郎
、
龍
太
郎
も
帰
国
、

第
一
安
心
。

癖
○
十
四
Ⅱ
、
本
所
御
子
様
方
三
人
、
慶
寿
院
様
御
立
。
弟
喜
右
衛
門

学
上
屋
敷
に
残
り
居
。
薄
弱
体
故
甚
だ
心
配
。
何
卒
帰
国
為
致
度
候
事
。

史

医
口
達
の
覚

眸
○
異
国
船
数
艘
横
浜
表
に
碇
泊
致
候
に
付
、
去
る
五
日
触
示
置
候
処
、

此
上
之
模
様
も
難
計
、
就
而
は
市
中
女
子
共
老
弱
病
者
等
之
類
、
火
急

の
場
合
に
至
り
一
時
に
騒
立
候
而
は
難
渋
に
も
可
連
哉
に
付
、
此
節
よ

り
在
方
所
縁
等
有
之
者
共
は
、
追
々
立
退
候
と
も
勝
手
次
第
可
致
。
尤
、

其
主
人
下
男
共
は
立
退
候
儀
は
不
相
成
候
問
、
軽
々
手
過
（
違
）
等
無
之

様
、
火
之
元
別
而
厳
重
に
心
付
可
申
候
。
且
、
小
前
町
人
共
之
内
困
窮

難
渋
之
も
の
共
は
、
其
期
に
望
み
御
救
之
置
所
（
処
置
も
有
之
候
間
、

右
之
趣
組
々
世
話
掛
り
、
名
主
共
よ
り
被
（
為
）
申
間
置
候
事
。

亥
三
月
十
三
日

○
三
月
八
日
、
西
村
屋
於
チ
セ
出
府
。
品
川
住
友
屋
敷
蔵
丁
へ
着
之

由
。
旧
僕
四
作
付
添
来
る
。
十
六
日
宅
（
へ
）
来
り
、
二
十
日
出
立
。

○
二
月
二
十
八
日
、
水
戸
小
川
村
高
橋
与
七
夫
婦
来
る
。
妻
由
喜
旧

縁
あ
る
者
に
て
、
三
月
六
日
迄
滞
留
。

○
深
川
北
川
町
、
家
持
飯
嶋
喜
左
衛
門

右
の
者
儀
、
今
度
英
国
軍
艦
横
浜
沖
に
碇
泊
罷
在
、
市
中
御
触
之
趣

も
有
之
候
間
、
永
年
御
当
地
安
住
致
し
御
国
恩
冥
加
と
し
て
、
町
奉
行

所
御
入
用
之
内
所
持
之
相
等
米
千
俵
上
納
之
儀
願
出
候
間
、
相
糺
候
処
、

全
此
節
柄
冥
加
を
弁
、
外
願
筋
含
候
儀
無
之
段
申
立
、
別
而
奇
特
之
儀

に
付
右
之
趣
申
上
、
願
之
通
上
納
申
付
、
為
褒
美
銀
十
五
枚
為
取
遣
す
。

亥
三
月

○
来
る
二
十
三
日
頃
御
応
接
、
御
打
払
の
趣
に
付
市
中
一
同
心
配
。

近
在
へ
家
財
荷
物
送
り
遣
し
、
大
小
名
女
公
子
は
国
々
へ
引
込
、
口
々

混
乱
未
曾
有
の
事
。

○
近
在
亀
有
村
西
村
文
石
、
上
総
茂
原
村
高
知
松
庵
其
外
練
馬
大
根

屋
等
、
家
族
立
退
迎
の
為
め
態
々
懇
切
に
申
越
。
幸
に
し
て
居
家
南
に

当
て
新
寺
明
地
あ
り
。
又
、
地
続
雲
州
侯
下
邸
広
博
の
地
あ
る
を
以
て
、

假
令
火
災
あ
り
と
雌
ど
も
除
災
べ
き
な
り
。
又
兵
乱
の
世
と
な
る
と
も
、

敢
て
医
に
関
係
な
か
る
べ
し
。
尤
、
海
岸
不
遠
を
以
て
大
炮
の
音
は
心

耳
を
驚
す
な
れ
ど
も
、
自
然
な
（
馴
）
れ
と
な
ら
ば
最
初
の
如
く
に
は
あ

る
ま
じ
。
女
子
童
児
に
も
申
諭
、
決
し
て
他
に
居
を
移
さ
ぬ
念
慮
な
り
。

尤
、
飲
食
の
備
は
当
年
中
憂
な
き
事
を
な
せ
り
。

○
二
月
二
十
三
日
暁
、
京
都
浪
士
二
十
人
計
、
等
持
院
へ
乱
入
、
尊
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氏
公
三
代
将
軍
の
木
像
首
を
切
り
、
罪
状
を
害
記
し
、
獄
門
に
な
し
（
候
）

由
。
一
ッ
橋
様
、
越
前
中
将
御
取
寄
御
覧
の
上
、
会
津
侯
へ
被
仰
付
、

同
二
十
五
日
夜
半
、
右
浪
士
宿
宮
田
某
、
小
村
屋
某
、
其
外
厳
重
打
手

押
寄
せ
、
召
捕
れ
或
卒
死
、
逃
去
候
者
も
有
之
候
由
。

○
三
月
四
日
、
公
方
様
御
京
着
。
其
節
は
大
に
穏
に
相
成
候
よ
し
。

○
薩
長
反
応
の
徴
あ
る
由
。
蜜
（
密
）
々
御
調
の
趣
。

○
三
月
二
十
二
日
、
浦
賀
沖
百
二
三
十
艘
軍
艦
相
見
へ
（
候
）
趣
。

○
三
月
七
日
、
住
吉
町
省
庵
宅
引
挑
へ
（
ひ
）
同
居
之
事
。
近
日
変
事

難
計
、
且
つ
省
庵
事
奥
方
様
供
に
て
一
先
づ
王
子
辺
（
へ
）
御
立
退
之
節
、

罷
越
候
様
被
仰
付
候
に
付
。

○
四
月
二
日
、
村
松
喜
右
衛
門
、
江
戸
表
出
立
帰
国
之
事
。
当
節
種
々

異
変
之
徴
有
之
候
処
、
先
づ
無
事
に
て
帰
国
。
母
公
御
欣
と
存
じ
、
難

有
喜
悦
不
斜
事
。

○
三
月
二
十
八
日
、
君
公
溝
口
大
主
御
発
駕
。
板
橋
（
に
て
）
浪
士
御

行
会
の
由
。
凡
二
百
人
程
。
本
所
吉
岡
丁
浪
士
屯
所
へ
着
之
刷
、
番
場

町
に
て
予
（
立
斎
）
行
会
。
何
れ
も
壮
士
尋
常
の
体
に
異
な
り
、
京
都
よ

り
御
移
し
に
相
成
候
由
。

○
四
月
三
日
、
御
蔵
前
札
差
板
読
坂
七
、
荘
四
郎
其
外
十
一
屋
舗
に
十

四
五
人
づ
っ
推
参
、
軍
用
金
数
千
両
無
心
の
由
。
尤
、
書
面
を
以
承
制

之
旨
差
出
し
候
由
。

○
三
月
中
、
越
前
中
条
（
将
）
舂
岳
公
御
役
御
免
御
願
中
、
間
無
、
御
沙

汰
無
之
中
、
京
都
よ
り
直
に
御
国
元
へ
御
出
に
付
、
不
束
之
趣
御
呰
、

御
国
元
へ
蟄
居
御
慎
被
仰
付
候
由
。

○
四
月
五
日
、
急
廻
状
。
英
国
軍
艦
渡
（
来
）
不
容
易
折
柄
に
付
、
為

御
取
締
酒
井
繁
之
丞

大
久
保
加
賀
守

阿
部
播
磨
守

相
馬
大
膳
亮

松
平
右
京
亮

人
数
差
出
昼
夜
不
限
御
府
内
見
廻
候
様
被
仰
出
候
間
、
其
段
市
中
江
可

触
知
者
也
。

○
四
月
十
日
、
両
国
橋
西
首
二
頭
、
罪
状
を
板
に
書
記
し
有
之
。
「
此

者
儀
、
報
国
有
志
之
名
義
を
飾
り
市
中
所
々
を
操
（
駁
）
し
、
酒
食
之
為

に
金
銭
を
奪
、
人
心
を
動
乱
い
た
し
、
不
届
に
付
天
誹
に
行
ふ
も
の
也
。

四
月
」

○
五
月
八
日
、
一
ッ
橋
中
納
言
様
京
都
よ
り
御
帰
府
。

○
急
々
兵
端
相
発
し
候
節
は
、
御
浜
御
庭
に
於
て
火
矢
上
、
火
急
之

節
市
中
夫
々
手
配
致
し
、
半
鐘
、
早
評
思
（
拍
子
）
木
打
、
銘
々
詰
所
へ

出
候
趣
。
御
城
中
に
て
は
鐘
太
鼓
打
雑
（
唯
）
有
之
事
御
触
有
之
候
事
。

○
四
月
十
七
日
、
京
都
三
条
辺
に
於
て
、
恐
入
候
書
付
張
札
致
し
候

由
。
徳
川
家
茂
と
御
名
書
記
、
其
外
一
ッ
橋
中
納
言
、
板
倉
周
防
様
と

言
語
道
断
。
夷
船
打
払
無
之
様
て
は
誹
罰
い
た
し
候
趣
。
如
何
成
逆
賊

の
所
為
成
や
。
誠
に
恐
入
歎
息
至
極
。
時
運
無
余
儀
乱
国
に
相
成
、
只
々

独
慎
恐
縮
罷
在
候
。

○
四
月
十
五
口
、
本
所
吉
岡
町
浪
士
屋
敷
江
、
庄
内
侯
、
相
馬
侯
御

人
数
三
四
百
人
、
軍
陣
同
様
武
器
を
以
て
厳
重
に
取
囲
操
（
騒
）
動
の
事
。

浪
士
の
内
十
二
三
人
召
捕
れ
候
事
。
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○
五
月
十
九
日
、
村
松
実
母
公
老
養
面
会
之
為
井
亡
父
君
御
墓
拝
の

為
新
発
田
へ
出
立
。
尤
歩
行
、
一
奴
召
連
候
（
而
）
巳
。
内
藤
忠
次
郎
へ

金
百
両
預
け
置
、
証
文
背
笈
中
（
に
）
入
置
、
正
金
三
十
八
両
［
古
金
也
］

残
し
置
、
外
三
十
五
両
証
文
越
前
屋
宗
助
よ
り
請
取
。
右
は
飯
村
秀
庵

無
尽
金
四
十
五
両
之
処
、
十
両
損
毛
致
し
、
三
十
五
両
は
証
文
に
て
吉

原
町
舂
本
屋
よ
り
請
取
候
約
之
事
。
五
三
郎
委
細
了
知
い
た
し
居
候
事
。

二
十
五
両
坪
井
氏
貸
金
証
文
、
十
両
五
三
郎
へ
貸
金
証
文
入
置
。

○
五
月
二
十
九
日
、
夜
四
ッ
時
村
松
へ
着
。
焼
山
よ
り
山
路
十
三
里

余
。
山
内
村
（
へ
）
奴
残
し
留
置
。
実
母
上
御
機
嫌
克
難
有
。

○
六
月
三
日
、
江
戸
西
御
丸
烟
上
の
由
。

○
同
八
日
、
父
上
三
十
七
年
忌
。
兄
上
二
十
七
回
忌
取
越
。
村
松
御

先
祖
賢
明
院
様
と
院
号
追
善
。
相
円
寺
へ
金
五
両
納
む
。

○
同
十
一
日
、
羽
州
湯
殿
山
江
出
舟
。
十
三
口
、
御
宝
前
奉
拝
。
同

十
七
日
帰
宅
。
四
十
八
里
程
あ
り
。

○
六
月
十
六
日
、
公
方
様
蒸
気
船
に
て
御
帰
城
の
由
。
大
坂
十
三
日

御
出
帆
の
由
。
即
Ⅱ
奥
羽
諸
侯
五
家
、
其
外
新
発
田
君
公
（
へ
も
）
「
御

相
談
被
遊
度
儀
有
之
に
付
、
乍
大
儀
出
府
致
し
候
様
」
御
奉
書
到
来
。

十
七
日
急
速
出
立
（
せ
し
）
寺
田
惣
次
郎
殿
五
日
着
。

○
七
月
朔
日
、
江
戸
居
宅
に
着
。
六
月
二
十
二
日
新
発
田
出
立
。
省

庵
事
、
永
井
侯
御
供
に
て
大
坂
表
（
を
）
三
日
出
立
の
趣
申
遣
し
に
付
、

庵
事
、
永
井
侯
御
供
に
一

早
々
帰
府
い
た
し
候
事
。

○
亥
六
月
三
日
、
長
Ⅲ

○趣
0

七
月
二
日
、
薩
州
鹿
児
島
戦
争
。
英
国
軍
艦
船
将
死
亡
、
其
外
重

長
州
侯
英
国
船
戦
争
。

死
亡
五
六
百
人
も
有
之
候

官
の
者
死
亡
。
薩
州
船
二
艘
海
中
沈
没
の
趣
。
双
方
大
炮
頻
り
に
打
出

し
、
夜
に
入
る
迄
不
止
趣
。

○
武
州
鴻
巣
宿
、
旅
籠
屋
平
野
屋
兼
之
助
五
十
八
才
、
同
人
妻
っ
か

三
十
四
才
、
文
久
三
亥
年
八
月
十
五
日
末
の
上
刻
男
子
三
人
出
生
。
御

代
官
作
々
井
半
十
郎
申
上
。

○
亥
十
一
月
二
日
、
省
庵
、
嫡
女
横
山
同
朋
町
新
宅
（
へ
）
引
越
。
三

十
両
用
達
。

○
亥
十
一
月
十
五
日
、
保
寿
院
様
御
一
周
忌
。
正
当
寿
考
院
様
御
一

周
忌
取
越
、
御
逮
夜
追
善
供
養
。
宅
に
於
て
。

○
同
十
六
日
、
法
源
寺
に
於
て
御
法
事
。
大
施
餓
鬼
回
向
。

○
十
五
日
酉
の
刻
、
御
本
丸
炎
上
。
御
櫓
二
丸
共
御
焼
失
（
の
）
体
。

夜
丑
の
刻
鎮
火
。
恐
入
。

（
り
二
宮
内
科
）

（
鋤
丸
瀬
布
町
町
史
資
料
室
）


